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博士の社会の多様な場での活躍や
大学院と社会との接続の在り方に
ついて 

資料１
中央教育審議会大学分科会

大学院部会（第119回）
R7.8.18
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最近の博士人材に関するとりまとめ

2040年における人口100万人当たりの
博士号取得者数を世界トップレベルに引き
上げる（2020年度比約3倍）

大目標

• 文部科学省では「博士人材活躍プラン」により博士号取得者数を世界トップレベルに引き上げる大目標を掲げるとともに、
経済産業省と共同して博士人材の民間企業での活躍を促進。

文部科学省と経済産業省が連携し、委員や産業界・大学等の協力も得ながら
博士人材の民間企業での活躍促進にむけた普及活動を展開

博士人材の増加を図るとともに、博士人材がアカデミアのみならず多様なフィールドで活
躍する社会の実現を目指す

（令和６年３月）

（令和７年３月）

https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/1278386_00002.htm

 
https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/1357901_00015.htm
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博士課程入学者の推移

• 博士課程入学者のうち、社会人以外の入学者数は平成15年度をピークに大幅に減少。
• 社会人の割合は、平成15年度の２割から令和６年度には４割に増加。
• 令和６年度の入学者数は15,744人となり、２年連続で増加。

出典：学校基本調査
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20.8 25.8 9.8 41.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
博士人材を採用したいと思っており、実際に採用できている
良い人材がいれば採用したいと思っているが、応募者が採用基準に満たないため採用していない
博士人材を採用したいと思っているが、応募がなく採用できていない
博士人材を対象とした採用は特に行っておらず、採用していない
その他

博士課程進学ではなく就職を選んだ理由と企業の博士人材採用状況

66.2%

59.9%

38.4%

31.1%

30.4%

27.0%

16.2%

15.4%

13.6%

11.0%

6.5%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経済的に自立したい

社会に出て仕事がしたい

博士課程に進学すると生活の経済的見通しが立たない

博士課程に進学すると修了後の就職が心配である

博士課程の進学のコストに対して生涯賃金などの
パフォーマンスが悪い

大学教員などの仕事に魅力を感じない

博士論文に値する研究テーマが見つけられない

研究室環境が好ましくない
（競争が激しい、ストレスが多い、過酷等）

現在の成績では博士課程への編入学・進学は難しい

社会人入学制度を利用すればいつでも博士課程に進学でき
る

大学より企業の研究環境の方がよい

その他

出典：修士課程（6年制学科を含む）在籍者を起点とした追跡調査
調査資料323（科学技術・学術政策研究所, 令和５年１月）を基に文部科学省作成

• 修士課程修了後に就職を選んだ理由として博士課程修了後の就職が心配との回答が31.1％。
• 一方で、博士人材を採用したくても採用できていない企業が全体の35.6％でその理由の約半数は「マッチングがう
まくいかなかったため」 であり、企業、大学ともに博士のミスマッチ解消のための取組が重要。

 博士人材を現在採用してい
ない企業は全体の76.6％

 うち採用したくても採用でき
ていない企業は全体の35.6%

博士課程進学ではなく就職を選んだ理由 企業における博士人材の採用状況（2020年）

出典：経済産業省 「令和２年度産業技術調査事業 （産業界と大学におけるイノベーション人材
の循環育成に向けた方策に関する調査）令和3年3月」

52.6%

27.7%

23.6%

19.2%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自社と博士課程修了者のマッチングがうまくいかなかった
ため（応募が無い、必要とする専門分野の博士課程修

了者が見つからない、など）

特定分野の専門的知識をもっていても自社ですぐに活
用できないから

企業内外（大学院含む）での教育・訓練によって社内
の研究開発者の能力を高める方が、博士課程修了者

を採用するよりも効率的だから

企業の研究開発の規模が小さい、もしくは縮小するから

その他

博士課程修了者を採用しない理由

出典：文部科学省科学技術・学術政策研究所「民間企
業の研究活動に関する調査報告2021」, NISTEP 
REPORT, No.193（令和４年６月） 
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社会人博士の推進について

＜社会人博士を推進する意義＞
・社会人の職務上の経験や知見を学問的に可視化すること
・それらを体系化・構造化して学問的な新しい知見に結び付け
ること

これらを浸透、より一層社会人博士の受入れを促
進するためには先行事例の調査と、各大学との共
有が必要

○各研究科における早期修了制度の導入状況（令和４年度時点）

■ 制度を導入していて、これまでに
 修了の実績がある

■ 制度を導入しているが、修了者はいない
■ 制度を導入していない

（回答数（専攻数）：n=5,762）

 制度自体は約70%の大学が
導入しているが、実際に修了者
が出ているところはその1/3以下

※「大学院における教育改革の実態把握・分析等に関する
調査研究」（令和５年度）より文科省作成

【制度の導入状況と個別大学の取組事例】 ○筑波大学 社会人のための博士後期課程 早期修了プログラム

18.1%

51.2%

30.6%

• 社会人博士は増加傾向にあり、博士号取得者数の増加のためにも社会人博士が働きながら博士号の取得を目指
しやすい環境を整えることが重要。

※筑波大学HPをもとに文科省作成
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